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研究要旨  
けいれん重積型（二相性）急性脳症（AESD）と熱性けいれん重積（FS）を発症後早期に鑑

別のために、脳波のパワースペクトラム解析を行った。発症 60 時間までのデジタル脳波を用

いて解析を行い、感度 89.47%、特異度 78.95%で AESD と FS を判別することができた。特にδ

周波数の relative power は AESD で有意に増大し，θ、α、β、γ周波数帯域の relative power

は有意に減少していた。これらのことから、脳波周波数解析で AESD と FS を発症早期に判別

できる可能性が示唆された。 

 

 

Ａ．研究目的 
 けいれん重積型（二相性）急性脳症（AESD）は、

けいれん重積で発症することが多く、発症初期に

は頭部MRIを含めて診断に特異的な検査所見がな

いため、熱性けいれん重積（FS）との鑑別が困難

である。本研究では、発症早期の AESD と FS の双

極誘導における脳波をコンピュータにて定量的

に解析し、発症早期における患者個々の判別がで

きる検査法の開発を目的とする。。 

 
Ｂ．研究方法 

 発症 60 時間以内の AESD19 例と FS19 例のデジ

タル保存脳波を解析した（年齢 4 か月～6 歳 4 か

月）。症例ごとに、アーチファクトを認めない 30

秒（1エポック）の脳波を 10 エポック合計して解

析した。解析には、脳波を定量的に解析できる

power spectrum 解析を用い、双極誘導の脳波を解

析した。結果として絶対値である absolute power

と相対値である relative power を算出した。ま

た、解析結果は、人の頭部モデルに電極ご場所に

一致して値の大きさに比例して色が変わるマッ

ピングを作成した。 
（倫理面への配慮） 
鳥取大学の倫理委員会の承認を得たうえで実施

した。 

Ｃ．研究結果 
AESD 群と FS 群で以下の解析結果を認めた。①

全電極の平均値（図）：周波数帯域ごとの平均値

において，absolute power ではδ周波数以外のす

べての周波数帯域において AESDの値が FSと比較

し有意に低値を示した。また、relative power に

おいて、AESD の値が FS と比較しδ周波数帯域で

は有意に高値に、それ以外の周波数帯域では有意

に低値を示した。②電極ごとの比較：relative 

power において、FS と比較し AESD ではすべての

周波数帯域において前頭部の値が有意に減少し

ていた。③感度・特異度：全電極の平均値を用い

て最も感度と特異度が高かった値と周波数帯域

は absolute power のβ周波数帯域であり、FS と

判断できる感度は 89.47%、AESD と判断できる特

異度は 78.95%であった。 

Ｄ．考察 
 今回，発症後 60 時間以内に記録された AESD の

脳波において，発症後 60 時間以内の FS 脳波と比

較しδ、α、β、γ周波数帯域の power 値が有意

に低値を示すことが明らかになった。われわれは、

以前に発症後早期の脳波で大徐波に紛れて確認

できない速波成分の absolute power が AESD で減

少していることや予後不良例はpower値が減少す

ることを少人数ではあるが報告した（Oguri et 

al）。今回の結果から，absolute power だけでな

く、relative power でも同じ結論を確認すること

ができ、発症早期の脳波から AESD を約 9 割の診

断性能で FS と判別できた。これらのことから、

AESD や FS が疑われた症例において脳波解析を行

うことにより早期診断できる可能性が示唆され

た。 



 今後は、脳波解析の数値を用いた鑑別診断スコ

アを用い、AESD と FS を判別するためのより診断

性能の高い方法論を確立するために、検討を続け

ていきたいと考えている。 

 
 
Ｅ．結論 

 発症早期に記録したデジタル脳波解析を用い

ることで、AESD と FS を早期に鑑別できる可能性

が示唆された。 
 

 
Ｆ．健康危険情報 
 ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
（分担研究報告書には記入せずに、総括研究報告
書にまとめて記入） 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 
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